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SYNOPSⅠSI The presenも　paper describes a new method to analyze the signals for

the　もhree-wavelength DIAL measurements. The method described here can eliminate

the aerosol terms in　もhe DIAL equations. By assuming the functional form of the

wavelength dependence in aerosol extinction and backscatter coefficients and

the faomogeneity in　もhe wavelength-dependence parameters along the laser path,

the two pairs of DIAL signals are solved simultaneously to give the parameters

of wavelength dependence which generaもe　まdenもical ozone proflles.

D I A L測定データの解析におけるシステマティ　ックな誤差として､空気分子による消

散と散乱に起因する誤差と､エアロゾルによる消散と散乱に起因する誤差があることはよ

く知られているところである｡このうち､空気分子による部分は空気分子密度の鉛直分布

が知られていれば容易に補正することが出来る｡これに対してエアロゾルによる部分は､

エアロゾルの混合比が一定でなく､また消散係数の波長依存性が未知であるために通常の

二波長を周いたD I A L測定では補正をすることは容易ではない｡ B r o w e 1 l　らは､

o f f　- 1 i n e信号についてレーザーレーダー方程式を解いてエアロゾル分布を求め､

ェアロゾル項の補正を行った｡以下ではこれを一般化した解法を示し､さらに3波長に拡

張することでエアロゾルの光学的な性質の波長依存性のパラメータまで決定出来ることを

示す｡　今､波長Aに対するレーザー　レーダー方程式は次のように書ける｡

X(R)=P(R)R2

R

-Klβ(R)+β2(R)]exp卜2J (α1(r) +α (r) +aN(r)}dr] (1
0

ここで記号は慣周に従った｡ただし､ Uは吸収気体の吸収断面積､ Nは気体の数密度を表

わす｡また､添字の1､ 2はエアロゾル､空気分子に関係する量を意味する｡消散係数と

後方散乱係数の間に比例関係を仮定すると散乱パラメータをSl ､ S2　として次の式が成

立する｡

α　=　s. β1

α　=S-　β2
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次の式で定義する全後方散乱係数y (R)を用いると

y(R)-β1(良).β (R)∫

(1)式は次のように変換されるo

R

X(R)=Ky(R)exp卜2/ {Sly(r)-(Sl-S2) 82(r)+aN(r)}dr】
0

さらに､両者の対数をとり､ Rで微分すると次の微分方程式を得るo

dlny(r)　　　　　　　　　　　　dlnX(R)
-　2S,y(R) -　2oN(R) -

(2)

(3)

-2(S--S2)β,(R) (4)

dR                   dR

ここで､左辺はいずれも未知量であるのに対し､右辺は測定量および既知の量である｡

まったく同様の式が別の波長見渡について成立するo

dlny☆(R)　　⊥ ⊥　　　　ふ　　　dlnX☆(R)

-2S-V(R) -2a N(R) -
*

dR dR
- 2(S了-S2) β2☆(R)  (5

気体の数密度を表わすNと空気分子の散乱パラメータS2の他はすべて凍　をつけて区別し

た｡

2波長の消散係数､後方散乱係数の問に次の関係式を仮定し､波長依存性のパラメータ

γ､ ∂を導入する｡
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今､ γ､ ∂に適当な値を与えれば､適当な定数A､ B､ Cを用いて上の式は書き直されて

さらにy欝(R)とy (R)はつきのように結び付けられるO

y☆(R)=Ay(R)+(B-A) β (R)　　　　　　　　　　　　　　(7).

したがって､式(4) ､ (5) ､ (7)を連立して解いてy C R) ､　　(R) ､ N (

R)を求めることが出来る｡具体的な解法としそ例えばR u n g e-K u t t aの方法を

用いて数値的に解く方法がある｡

ここでさらに重要なことは､上では7L､ 6壱こ適当な値を与えたが､第三の波長A米寒によ

る測定を行えば7､ 6を同時に推定できるという点にある｡前と同じようにA､え寄食の級

合せに対して適当なエ､且を与えれば且(R) ､且米*　CR) ､旦(R)が計算される｡し

かし､元来､ y (R)と且(R) , N (R)と旦(R)は一致すべきものであるから､こ

れらが互いに一致するようなγ､ ∂をみつけることが可能である｡ここで必要な仮定は波

長A､ Å舘銘の間でも式(6)が同じ7､ 6　に対し成立することである｡

以上に述べた方法について数値シ　ミュレーションプログラムを開発したので､シ　ミュレ

ーシ　ョ　ン結果と合わせて報告する｡
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